
令和６年度 府立田辺高等学校 学校経営計画（ スクールマネジメントプラン ）（ 最終評価 ） 

 

学校経営方針（中期経営目標） 前 年 度 の 成 果 と 課 題 本年度学校経営の重点（短期経営目標） 

１ 生徒一人ひとりを把握し、個に応じた
多様で組織的な教育活動を展開する。 

 
２ 普通科および工業に関する専門学科の
併設を生かした、特色ある教育活動を展
開する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 昨年度は、５月に新型コロナウイルス感染症が５類感染症に
移行したことから、コロナ禍を通じて再認識された学校の役割
も踏まえ、これまで制限されてきた教育活動については、その
必要性を十分に検討した上で、積極的に実施することができた
。 
 
１ 規範意識等に関する取組について 
 生徒指導部を中心に、身だしなみ指導や遅刻の根絶等、基本
的生活習慣の確立に向けた指導を重点的に取り組んだ。今後も
、学校生活全体のあらゆる機会を通して、教職員の一致協力指
導の下、粘り強い指導を行い、安心で安全な高校生活を送れる
よう、規範意識の確立と授業規律の徹底に基づく教育環境を整
備する必要がある。 
 
２ 進路指導・学習指導について 
 進路決定状況は、就職においては、本校の強みを生かし、今
年度も内定率100％を達成することができた。進学において
は、近年では、総合型選抜、学校推薦型選抜により早期に進路
決定する生徒が増加し、高い目標を持ち続けて一般選抜まで粘
り抜く生徒は減少傾向にある。学習指導については、日頃より
きめ細かな指導を心がけ、実践してきたが、意欲をなくす生徒
も一部出てきており、中途退学及び転学者数の減少には繋がら
なかった。今後も、より細やかな指導が求められる。 

 
３ 部活指導等本校への帰属意識向上 
 昨年度は自転車競技部が全国大会へ出場し、自動車部がHon
daエコマイレッジチャレンジ2023で優勝するなど全国で活
躍する部を始め、多くの部が熱心に活動している。一方で、部
活動加入率は思うように伸びていない。今後、様々な機会で部
活動の意義について理解させ、高校生活のさらなる充実を図り
たい。 

 
４ 地域連携・広報等について 
 京田辺市と連携協力に関する協定を生かし、工業に関する専
門学科と地元企業との連携事業を、工業科全体のものとして実
施する中で、生徒の職業観の育成を図ることに大きな成果があ
った。広報活動では、中学校の進路学習会に参加するなど、本

１ 子どもたちの多様な個性と能力を尊重し、愛情や信頼、
期待などを土台とした自己肯定感をはぐくむ教育を推進する
。また、人権感覚の育成に重点を置くとともに、基本的生活
習慣を確立し、生徒が安心で安全な高校生活を送れることが
できるよう教育環境を整備する。 

 

２ 放課後を有効活用し、学校生活満足度の向上に向けた取
組を推進する。 

（１）部活動加入率の増加を目指し、部活動のさらなる活性
化を図る。 

（２）ＩＣＴ機器などを積極的に活用し、個別最適な学びと
生徒の主体的・協働的な学びを推進するとともに、資格取得
に向けた指導や進路指導を推し進める。 

（３）面談指導などを充実させ進学・就職ともに強い進路指
導体制の構築 

 

３ 全校体制でＩＣＴ活用の研究を進め、魅力ある授業を展
開し、学習・指導 方法及び評価方法の研究を行い、生徒の
主体的・対話的で深い学びの実現を推進させ確かな学力を育
む。 

 

４ 地域と連携・協働し、地域創生に寄与する取組を推進す
る。「地域とともにある学校」としての存在感を高め、心身
の健全な発達と帰属意識を醸造し、 誇りの持てる高校生活
を目指す。 

 

５ 本校の特色ある魅力的な教育活動についての広報活動を
積極的に展開し、正しく、広く理解していただくとともに、
保護者、中学校、地域等への広報をより一層推進する。 

 

６ 上記の項目を推進するため、各分掌・教科の連携を図り
、全教職員が一体となる体制づくりを行い効果的かつ組織的
な教育活動を実践する。 



 
 
 

校の特色ある教育活動について正しく、広く理解してもらうた
めの取組を継続して実施した。今後さらに魅力ある教育内容の
広報活動を積極的に展開し、中学生に選ばれる学校づくりを進
めていきたい。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



分掌 
教科名 

評価領域 重点目標 具体的方策 評価 成果と課題 

副 
校 
長 

組織運営 

生徒と向き合った生き生きとした教
育活動が行える学校作りの推進 

部長会議を中心に連絡・調整を密にした学校運営を
進める。 

B 

B 

B 

 各種会議等において、学校全体で情報
を共有し、組織的な教育活動が実現でき
るよう綿密な連絡・調整に努めた。 
 勤務時間管理ソフトによる勤務時間管
理やノー残業デーの設定等により、勤務
時間の縮減に向けた啓発を行った。 
 スクール・ミッション、スクール・ポ
リシーを策定するとともに、それに基づ
く本校の特色ある教育活動について、担
当分掌と検討を重ねながら効果的に情報
発信をした。 

適切な勤務時間の管理を行い、総勤務時間の縮減に
努める。 

A 

普通科・工業に関する専門学科の特色
ある教育活動の推進と広報活動の充
実 

普通科・工業に関する専門学科の教育内容の更なる
改善と充実に努め、地域や地元企業との連携を、よ
り一層推進する。 

B 

B 本校の特色ある魅力的な教育活動について正しく
広く理解していただくため、保護者、中学校、地域
等への広報活動を更に充実させる。 

B 

事
務
部 

学校運営 
企画、企画、立案及び連絡調整 
 
 

効果的な学校運営に不可欠な予算執行に係る企画、
立案に積極的に関与しこれを実行する。 B 

B 

大変厳しい予算の中、昨年に引き続き
学校行事も開催でき、授業を基本とする
日々の学習活動に支障の無いよう適切な
予算執行が出来た。また、工業科に交流
アーク溶接機を改修でき、より学習環境
の充実に努めた。 
施設の安全点検については、定期的に

巡回を実施し、安心・安全、学習環境の
充実に向けた取組を行った。 
衛生委員会の職場巡視も含めて実施で

きた。 

文書・情報
管理 

文書事務の効率化と情報管理の適正
化 

法令・規定に基づいた事務処理を行い、情報の公開
、個人情報の保護を意識した情報管理を行う。 A 

就学支援 
充実した高校生活と希望進路達成に
向けた支援 

在学中の生徒・保護者への支援策の効果的な紹介 
B 

維持管理
及び学校
環境の整
備 

安心・安全、学習環境の充実に向けた
取組 
 
 

老朽化や緊急性を踏まえ効果の高い改善策の検討
と実行 B 

B 
緊急事態発生時に柔軟な対応を行うことで生徒の
安心・安全確保に努める。 

B 

財務及び
会計 

効率的な予算執行と適切な会計処理 費用対効果を意識した予算執行体制の確保 B 
B 

適時に必要な予算を担保し、学校運営に携わる B 

教
務
部 

学習指導 

組織的な指導による教科指導の一層
の充実 

授業・考査を適切に計画し円滑に実施する。 B 

B 

B 

曜日変更や授業変更について、円滑に
実施することができた。また、非常勤の
先生方への確認等については、今後も丁
寧に実施していく。 
今年度、公開研究授業を月間で実施。

時間割変更等が複雑になったが、一覧表
等で明確に示すことはできた。指導力向
上を図る取組としてはよかったと言える
。ただ、ＩＣＴの利活用でいえば必ずし
も成果があったとはいえないのではない
か。 
校務システムについては大きなトラブ

公開研究授業を実施し､指導力の向上を図る。 A 

ICTを利活用した魅力ある授業づくりに向けた取り
組みを進める。 

C 

情報管理 

生徒情報の円滑な管理 校務システムを円滑に運営するとともに、個々の情
報の適切な管理を図る。 

B 



ル等はなく円滑に運営・管理ができてい
た。 

生 
徒 
指 
導 
部 

 
 

生徒指導 
 
 

基本的生活習慣、学習態度を確立させ
る指導の充実 

身だしなみの指導等において、全教職員が一致した
指導を実施する。 

B 
 

B 

B 

身だしなみ指導については指導強化期
間を設定し、授業開始時に一斉点検を実
施した。遅刻指導についても他の分掌の
先生方に協力してもらって行うことがで
きた。その後の追跡指導で学期をまたい
でしまったことが課題であった。 
生徒指導が起こった時には学年部を中

心に連携して指導を行った。 
 学校祭については昨年の反省を生かし
、早めに取り組むことができ、文化祭、
体育祭とも無事に日程通りに終了できた
。生徒会は学校祭で積極的に取り組み、
冬季のイルミネーションの計画など熱心
に活動できた。 
各学年人権学習は準備段階から外部と

の連携を行い、学年部の協力のもと実施
することができた。 

生徒の実態を的確に把握し、授業規律を確立する。 C 

各分掌・教科と連携し、生徒指導を実践していく。 
B 

特別活動 

自主性・自発性の育成 田辺高校祭を成功させる。 B 

B 部活動を活性化させる。 B 

生徒会・ボランティア活動を活性化させる。 A 

人権学習 

人権意識の高揚及び実践的態度の育
成と人間力の充実 

生徒の人権意識の向上と学習の深化・定着を図るた
め、視聴覚教材や外部講師による講演を通じた人権
学習を実施する。 

A 

  進 
路 
指 
導 
部 

進路指導 

希望進路の実現 入学から卒業までを体系的に捉え、一貫した指導の
下、学力向上に向けた取組を充実させることで希望
進路の実現を図る。進学講習・長期休業中の講習を
積極的に実施する。 

B 

B 

B 

各学年とも希望進路の実現を図るため
、平常進学講習や長期休業中の集中講習
等を中心に進学指導を行うことができた
。昨年度まで実施できていなかった１・
２年生には、Classiを活用した平常講習
を実施した。実施初年度で参加希望者は
１年生のみだった。次年度は人数を増や
し、さらに充実したものにしていきたい
。 
将来を見据えた職業観を養う指導に努

め、就職模擬面接や模試、セミナー等を
通して、系統的に指導することができた
。12月末時点で学校就職希望者の就職
率は100％である。 
生徒の進路決定の一助となるよう適切

な時期に保護者向けの進路説明会を行う
ことができた。 

自己理解を深め、高校生段階での将来を見通した勤
労観・職業観を養う効果的な指導を実践するととも
に、企業と連携を密にし、就職指導の充実を図る。 

B 

昨年度に引き続き、就職率100%を目標とする。系
統的な進路指導となるよう指導の内容については、
就職模試や就職セミナー等を通して改善・整理して
いく。 

A 

保護者との連携 適切な時期に個別面談や進路説明会を実施するこ
とにより、進路決定に向けて、生徒及び保護者との
共通理解を図る。 
各学年１回以上の保護者説明会を実施する。 

A 

教 
育 
推 
進 
部 

広報活動 

中高連携と広報活動の充実 中学生・保護者の本校に対する理解や関心を高め、
本校への入学希望者を増やすために、学校説明会や
学校公開、施設見学、部活動体験を実施する。 
工業に関する専門学科に対するより深い理解や関
心を高めるため、多岐にわたる教育活動の周知を行

A A B 

学校説明会では、生徒会や生徒スタッ
フ、部活動生徒が主体となって運営を行
い、参加者に本校の雰囲気を体感しても
らうことができた。アンケート結果でも
好評を得られたが、来年度は中学生の進



う。 路決定時期を考慮し、実施日程をさらに
検討する必要がある。また、模擬授業や
体験授業の内容についても、中学生の要
望を取り入れつつ教員の負担を考慮した
効果的な形を模索し、本校への関心を一
層高めたい。さらに、ホームページで教
育活動の発信を続ける中、SNSをどの
ように有効活用するかについても改めて
検討したい。 

ICT教育推進会議の実施が3回にとど
まり、教材研究や授業研究の意見交換、
研修会や講習会の案内が十分に進められ
なかった。今後はICTをより効果的に活
用できる教育推進の具体的な方策を考え
、共有・実施していく必要がある。 
新しい図書の選定・配架・購入を計画

的に進めるとともに、図書館だよりの発
行や図書展示も随時行い、時期に応じた
情報発信を行った。今後も継続して、電
子書籍のサブスクリプションサービスや
新聞データベースの活用方法についても
研究し、より居心地の良い図書館環境の
整備に努めたい。 
芸術鑑賞会については、計画通りに実

施できた。次年度の演目については複数
の業者と検討を行い、決定に至った。 

ホームページの機能の再構築を図るとともに、各種
SNS（YouTube,Instagram,TikTok）を有効的に
利用し、その活用体制を整え、生徒の活動を学校内
外に広く紹介する。 

B 

ＩＣＴ 
教育 

ＩＣＴ教育の推進 学習用タブレット端末を活用した教育活動の推進
を図るため、教材研究や授業研究の意見交流、研修
会並びに、講習会の案内などのマネジメントを確実
に行う。 

C 

読書活動 

生徒の図書館利用及び読書活動の推
進 

購入図書及び各種資料の適切な選定と配架を行う。 A 

A 

新着図書や思考・読書のきっかけになる本について
効果的な情報発信・広報を行う。 A 

図書館が生徒のニーズに応じて機能できるような
環境作りに努める。 

B 

視聴覚機器の整備 視聴覚機器を適切に管理する。 B  

特別活動 

芸術鑑賞の実施 芸術鑑賞に関心をもって参加できるよう、事前の取
組を工夫する。 B 

B 
プログラムの打ち合わせ等を十分に行い、生徒の興
味・関心に寄り添った内容にする。 

B 

次年度の演目について検討し、適切な時期に決定す
る。 A 

保 
健 
部 

健康安全
教育の推

進 

健康な心身の育成 

健康診断を全項目受検させ、特に心臓・尿検査に
ついて精密検査が必要な生徒を全員受診につなげ
る。 

B 

B 

B 

健康診断については、一次検査は全員
受診できた。異常が見られる生徒には受
診勧告をしているが、精密検査が未受験
のままの生徒もいる。 

SCについては、生徒のみならず、教
員や保護者の不安軽減に向けての相談活
動を実施することができた。 
特別支援教育会議では、生徒の心身の

健康上への配慮について適切に協議する
ことが出来た。また、支援学校と情報共
有し、生徒への対応について相談するこ
とができた。 

相談活動（カウンセリングを含む）や来室生徒へ
の保健指導を適切に実施する。 A 

特別支援教育会議を定期的に開催し、特別支援教
育の視点を活かした指導を推進する。 A 

校内美化に対する啓発の促進 

日常の清掃活動が円滑に行えるように掃除道具の
整備・補充を行う。 A B 



クリーンキャンペーンや大掃除を定期的に実施す
る。 A 

校内美化については、クリーンキャン
ペーン等を中心に全校体制で取り組むこ
とが出来た。また、学校祭の準備期間に
おいては生徒指導部と協力し、後片付け
の方法を改善することができた。しかし
、ゴミの分別やポイ捨て等については、
あまり改善されていない。 

ゴミの分別推進、ポイ捨ての防止への啓発を促進
する。 B 

工 
業 
部 

工業教育
の充実と
発展 

各学科、ICTを用いて専門科目の学習
内容の充実の検討及び、工業科の認知
を高める広報。 

教育内容の精査、より効果的な実施方法、より教育
効果の高い指導体制について具体的な検討を進め
る。 

C 

C 

B 

検定やものづくり大会において新たな
資格の挑戦や、全国大会への出場ができ
たのは成果としてあげられる。京田辺市
との連携事業にも積極的に取り組めた。 
しかし、工場棟や３棟の各部屋におけ

る整理整頓や環境整備においては、不要
物の撤去や清掃の行き届いていない部分
が多く見られる。またICTを活用した授
業展開には課題が残る。一枚岩の指導が
できる工業科を目指していきたい。 

ICTを活用できるように、教員個々の能力を上げる
方法を検討する。 C 

学校説明会をはじめ、おもしろたのしいモノづくり
に触れられる場を整える。 

B 

各種資格・検定等の取得率向上 資格取得や検定の合格に向け、講習会等におけるよ
り効果的に総括すると共に、計画的に実施する。 B 

B 
各種競技会の実施に向けた体制を整備する。 
 

B 

事業所や大学等における、実際の技術
・研究に触れる機会の企画及び提供 

事業所や大学等における、就業体験や見学会などを
企画・立案・実施する。 
事業所の技術者や大学の研究者による講演や実技
指導等を計画的に実施する。 

B B 

第 
1 
学 
年 
部 

学習指導 
進路指導 

学習環境の整備を行い、学力を向上さ
せる 
 
自身の進路選択を明確にする取組を
行う 

各教科、教科担当者との連携を密に図り、情報を共
有しそれに基づいた各生徒への対応と学習環境の
整備を行い、学力向上を図る。 

B 

B 

B 

各教科担当と担任とで連携を取り、成
績や欠席状況の共有、必要な支援を考え
るための担当者会議などを行った。しか
し、学習整備を整えるという目標に対し
ては、各クラスでばらつきがあるように
感じたので一貫した指導となるように改
善が必要。 
進路学習については、校外型ガイダン

スなどの行事やLHR内での指導によっ
て、今後の見通しをつけるためのきっか
けづくりを行えた。 
生徒指導については、人間関係のトラ

ブルが多い傾向にあり、日頃の様子や校
内での人間関係の把握など、未然にトラ
ブルを防ぐための対策を今後も講じてい
きたい。また、身だしなみについては、
きちんとできていない生徒が多くみられ

進路指導部と連携をとりながら、自身の卒業後の進
路についての見通しを立てさせ、目標を明確にする
。 

B 

生徒指導 
特別活動 

学習環境の整備、学習態度の育成 
 
規則を守る自主・自律の態度の育成 
 
配慮を要する生徒への支援 

各教科、教科担当者との連携を図り、情報共有を
密に行う。それに基づいた各生徒への対応と学習
環境の整備を行い、学力の向上を図る。授業規律
の徹底。 

B 

B 
社会や学校の規則を遵守させるため、「いつでも
本気 いつでも本番」の学年目標を意識させる。
学年として一致した指導・対応を徹底して行う。 

B 

具体的な支援方法を模索・構築し、率先して対応
する。関係分掌との連携、要配慮生徒の家庭と連
絡を密に行う。 

B 



 

 

 

 

 

 

 

 

るため、学年目標と合わせ、今後の本番
を見据えた指導を粘り強く行っていく必
要がある。 

第 
2 
学 
年 
部 

学習指導 
進路指導 

学習環境の整備を行い、学力を向上
させる 
自身の進路選択を明確にする取り組
みを行う 

各教科、教科担当者との連携を図り、情報を共有し
それに基づいた各生徒への対応と学習環境の整備
を行い、学力向上を図る。 

A 

B 

B 

学習面において、進路を見据えている
者と見据えることができていない者で、
成績や姿勢が二極化しており、来年度に
向けては更なる二極化が進まないように
関係の担当者・分掌と連携をとって進め
たい。 
研修旅行を含めた特別活動においては

非常に積極的に取り組む姿勢が見え、ス
ローガンを意識した行動もできる場面が
見られたが、生徒指導は繰り返しの指導
が起こるなど、落ち着かない場面も見ら
れた。 
配慮生徒は学年会を中心に共有し、授

業担当者と担任の間でも連携をとりなが
ら支援することができた。 

進路指導部と連携をとりながら、自身の進路選択に
係る目標の設定を行わせ、進路目標を明確にさせ
る。 

B 

生徒指導 
特別活動 

規則を守る自主・自律の態度を育成
する 
自身の役割を認識し、役割を果たす
ことができる生徒を育成する 

社会や学校の規則を遵守させるため一致した指導・
対応を行う。 

B 

A 
委員会活動、学校行事等における役割、及び清掃活
動などに積極的に参加させ、役割を果たさせる。 

A 

学年スローガン「明日にでも社会に出れる人になろ
う〜伝統の保持と新たな挑戦〜」を意識させ、学年
で統一した指導を行う。 

A 

配慮を要する生徒への支援 関係分掌との連携、要配慮生徒との家庭連絡 

を密に行う。 
B B 

第 
3 
学 
年 
部 

学習指導 
進路指導 

学習環境の整備 
学習態度の育成 

各教科、教科担当者との連携を図り、情報を共有し
それに基づいた各生徒への対応と家庭との連絡を
密に行う。 

B 

B 

B 

各教科、教科担当との連携を図り、情
報共有ができ、各生徒(要配慮生徒も含
む)や各家庭に必要な指導や対応を行う
ことができた。また、各家庭に密に連携
を取ることで、生徒指導の観点において
も、学校と家庭と一致した理解のもと、
指導を行うことができた。しかし、身だ
しなみ指導においては思うような指導が
できなかった。 
節目ごとに学年集会を開き、統一した

目標や意識を持たせることに努めた。 

進路実現に向けた目標の設定 
進路指導部・保護者と連携をとりながら、生徒にど
のように生きていくのかを考えさせ、卒業後の進路
目標の設定を行わせる。 

B 

生徒指導 
特別活動 

規則を守る自主・自律の態度の育成 
規則を遵守させるため一致した指導・対応を行う｡
委員会活動、学校行事等における役割、及び清掃活
動などに積極的に参加させ、役割を果たさせる。 

B 

B 

配慮を要する生徒への支援 
具体的な支援方法を模索・構築し、率先して対応す
る。関係分掌との連携、要配慮生徒の家庭と連絡を
密に行う。 

A 



教

科

名 

評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成 果 と 課 題 

国
語 

学習指導 

基礎学力と学習習慣の定
着に効果的な指導のあり
方を模索する。 

基礎的な国語力の充実を目指し、家庭学習を促すような
課題を課し、提出物を出し切らせるよう指導を積極的に
行う。現代の国語・論理国語において単元の教材の中で語
彙力を高められるような指導を行う。 

B 

B 

B 

提出物を出し切らせる指導については、き
め細やかに声掛けができている。 
日々の授業の中で漢字や語彙力の必要性を
説き、生徒に力をつけさせている。 
伝統的な言語に関する体験に関しては、百
人一首カルタ大会とその事前の取り組みが
できた。また、伝統文化体験として、普通
科アドバンストコース、スタンダードコー
スの国語演習選択者を対象に華道体験を行
った。少人数の講座であったため１コマの
時間で実施でき、好評であった。 
進路指導と関連して、担当する教員間での
連携を密にし、丁寧な打ち合わせをしてい
る。進学補講は演習を中心に行い、実力養
成を図っている。 
ICTを活用した授業に関しては、多くの教員
が活用したが、より効果的な授業での活用
を目指す必要がある。 

伝統的な言語に関する文化に親しむ態度を育成するため
の取り組みを行う。 

A 

進路指導 
進路指導との連携を意識
した授業内容の構築・精選
を行う。 

長期的な視野に立った体系的な内容の授業構成を行う。 B 
B 

授業と進学補講の内容に関連性を持たせる。 B 

指導力向上 

国語科教員間の連携を密
にして知識や指導方法等
を共有し、全体的な指導力
の向上を図る。 

授業を担当する教員によって授業内容の偏りが出ないよ
う、教材や学習課題等をこまめに共有し、授業の進度や定
期考査についての打ち合わせを密にする。 

B 

B ＩＣＴを活用した授業を実践する。 

B 

 
地
歴 
公
民 
 

学習指導 

ＩＣＴ活用の推進、授業内
容の充実を図り、生徒の学
習意欲を引き出して、基礎
学力を定着させる。 

授業の中で意識的に問題提起を行い、生徒に考察させる
状況を設定し、発表の機会を多くする等の工夫をする。ま
た、課題を課して、提出することを習慣づけて、学習内容
の定着を目指す。 

Ｂ 

Ｂ 

〔学習指導〕 
ＩＣＴの活用については、授業担当者で差
異がみられる。2年世界史探究（普通科スタ
ンダードコース）については共通教材・共
通定期考査になっていない。いずれも、次
年度の課題である。 
〔進路指導〕 
２・3年生の普通科アドバンストコースにつ
いては、大学入試問題を解かせたりして実
践力向上に努めた。進学補講は希望者が少
なく、個別対応になっている。次年度はそ
の数を増加させたい。 
〔指導力向上〕 
2名の教職員が研究授業をおこない、指導力
向上に努めた。評価方法については、意欲
的に意見交換をおこなった。 

探求活動の充実を図り、生
徒の主体的に学習する態
度の涵養し、地域理解と多
面的な歴史観を身に付け
させる。 

現代社会の諸問題について多面的に捉え、それに繋がる
歴史的な背景を理解して主体的に考察して問題解決を図
れるように指導を進める。 
担当教員間の連携を密にして、共通教材の整理を進める。 

Ｂ 

進路指導 
進路希望実現のための実
践力養成を図り、進学補講
の内容を充実させる。 

講座の特性に応じて体系的な指導を図る。考査問題や演
習に工夫を加え、実践力向上を図る。 
大学入学共通テスト受験者増加と得点上昇を目指す。 

 Ｃ 

指導力向上 

充実した授業展開ができ
るように、教員間の連携
を深め、指導力向上を図
る。 
 

教科会議で指導方法や評価方法、教材等の交流を深め、
授業への反映を進める。 
教科内研修を積極的に実施して、学習指導等に活かす。   Ｂ 

数
学 

学習指導 
各生徒の基礎・基本の学力
を定着させ、幅広い層の生

基礎問題の演習を中心に授業展開し、各生徒の基礎学力
定着を図る。定期的に小テスト、課題等を実施することで

B B 
・講座間で進度、生徒の様子についての共
有、担任と細やかな連絡を行いながら丁寧



徒の学力向上を図る。 定着度の確認を行い、多角的に生徒の取り組みを促す。 な授業展開ができた。 
評価については考査を用いた評価以外の評
価方法、および考査も含めた評価観点につ
いてまだ確立されていない部分があり、生
徒の学力向上や進路実現、教員の授業改善
に向け、考えていく必要がある。 
進学補講や成績不振者補講を適宜行い、生
徒それぞれの目標に合った指導ができた。 

進路指導 

希望進路の実現に向け、実
践的な学力を身につけら
れるような学習の展開を
目指す。 

大学入試に対応できる実践力を身につけさせるために、
授業で積極的に応用問題に取り組む時間を設ける。また
分掌と協力し進学補講などによって、生徒それぞれの進
学希望に合った指導を計画、実施する。 

B 

指導力向上 

講座の特性・目標に準じた
授業が展開できる指導力
の向上に努める。 

講座の特性を理解し、努力できる生徒を積極的に育成す
る。同様に支援の必要な生徒への細やかな指導を行う。 B 

理
科 

学習指導 

自然の事物・現象について
の理解を深め、科学的に探
究するために必要な観察、
実験などに関する知識・技
能を身につけさせる。 

授業や実験を通して、質的・量的な関係や時間的・空間的
な関係などの科学的な視点で捉え、比較したり、関連付け
たりさせる。 B 

B 

B 

学習指導に関しては、各科目（物理/化学/
生物/地学）において、基礎知識から発展内
容まで生徒の理解を把握しながら、昨年と
比べてより科学的な視点を意識した授業展
開を行うことができた。 
進路実現に向けた進学補講などは、各科目
力を入れたが、進学補講だけでは時間的に
足りず、今後はカリキュラムの検討も必要
だと感じた。 
ICTの利活用に関しては、生徒の現状にICT
の利活用が効果的かどうかを各科目で検討
した上で使用しています。去年度よりICTを
利活用の有無にかかわらず探究的な授業を
展開できました。しかし、まだ十分な探究
活動が行えたとは言えず、今後も継続して
ICTの利活用を検討した上での探究的な授業
の模索が必要である。 

学習意欲を喚起し、科学的
に探究しようとする力や
態度を養う。 
 

観察・実験を行う際、目的を理解し、予想や仮説を立て、
それを検証するための観察、実験を行わせる。 

B 

科学と日常生活や社会との関わりについて触れ、身の回
りの事象から地球規模の環境までを視野に入れて、総合
的に判断しようとする態度を養う。 

A 

進路指導 
進路実現に向けた指導を
行う。 

進路実現に必要な個々に応じた対策・取り組みをサポー
トして、進学補講の充実を図る。 A 

指導力向上 

わかる授業を目指す取り
組みを進める。 

授業や実験などでICTを利活用し、より探求的な活動をで
きる環境を作っていく。 

B 

B 生徒が自己の成長や課題に気づくことができる評価の在
り方について、同一科目担当者間だけでなく、科目・教科
をまたいで交流する。 

A 

保
健 
体
育 

学習指導 

体育においては運動実践
を通じて、保健においては
学習実践を通じて、心身と
もに成長を促すよう指導
する。 

運動全般に積極的に参加する態度と習慣を身につけさせ
るとともに、基礎体力を向上させ集団の秩序を確立する
ための基本的な行動や習慣を身に付けさせる。 

B 

B 

B 

今年度、授業内容や授業用資料の見直しを
はかり、ICT機器を活用できるものについて
は積極的に変更を行った。教員・生徒の負
担が減り、より内容を深めることができた
。 
ICT、アクティブラーニングを取り入れるこ
とに挑戦する授業が多くあった。 
教科全体を通しての統一性にはまだ課題が
ある。3年間の見通しを持った授業を行って
いくことで、生涯スポーツ及び今後の社会
生活につながる、知識や集団の秩序、基本
的な行動や習慣を身につけさせる必要があ
る。 

自己の運動実践について振り返りをさせ、生涯スポーツ
及び今後の社会生活で必要となる知識の定着を図る。 B 

指導力向上 

ICTを積極的に活用した授
業展開を工夫する。また、
アクティブラーニングの
要素を取り入れつつ、コミ
ュニケーションを通して
確かな学力の定着を目指
した授業をクリエイトす
る。 

視聴覚教材やICT機器を積極的に活用し、生徒の視覚に訴
えかける授業内容を展開するなど、学力の定着に向けた
授業改善に取り組む。 

A 

A 
アクティブラーニングの要素を取り入れた対話的・主体
的な授業展開ができるように授業内容を工夫する。 

A 

生徒自らが自身のつまずきや課題に取り組むことができ
るような授業の展開をする。 B 



英
語 

学習指導 

基礎学力の向上と主体的
学習の確立を図る。 

iPadを効果的に利用し、４技能の向上を図る。 B 

B 

B 

生徒が i pad を使う場面を多く設定するよ
うにした。グループワークや発表での利用
等、より効果的な利用方法を研究したい。 
成績不振者に対する補充受業を効果的に実
施した 
進路補講は、意欲的に参加した者にとって
一定の効果があった。 
 i pad を積極的に利用する方向で皆が一致
して進んでいる。評価についても評価材料
を整えより良い評価をしようと尽力した。 

成績不振者に対する補充受業を充実する。 A 

ICT を通して、課題を課し学習習慣を身に付けるよう指
導する。 

B 

提出物の期限内提出を徹底させる。 B 

進路指導 

進路実現に向けた指導を
行う。 

個々に応じた主体的な取り組みをサポートして、進路補
講の充実を図る。 

B 
B 

英語検定の受検を促し、合格に向けてサポートする。 A 

指導力向上 
ICTを効果的に利用し、「わ
かる受業」を目指す。 

ICTを積極的に利用し、活用方法を研修、共有する。 
C C 

芸
術 

学習指導 

芸術的な基礎能力と技術
の向上及び学習習慣の確
立を図る。 
 
 
 
 
 

生徒の個性・能力に応じて表現力や基本技能を身につけ
させ、様々な表現活動を通して意欲を引き出す。 

B 

B 

B 

それぞれの教科で意欲的に取り組む生徒が
いる一方で、計画性がなく、遅刻や欠席が
目立つ生徒がおり、１／５オーバーで不認
定となる生徒が例年より多く見られた。 
基本的な学習規律が確立できており、完成
作品や評定平均からも意欲的に学習する生
徒が昨年に比べ増えた。前述のような生徒
も増えているが、一部の生徒は忘れ物や提
出期限を守れない生徒もおり、授業規律の
確保が今後の課題。 
エアコンを使用する時期は美術／工芸のど
ちらかが各講座のHR教室と会議室を使用し
ている。道具や作品の管理場所、机が小さ
いなど美術／工芸の授業には適しておらず
、教室移動／使用教室の状況を鑑みた授業
内容にせざるを得ない状況。夏場はエアコ
ンが使える教室を美術／工芸の２科目分、
固定で割り当てて欲しい。 
Wi-Fi設備についても同様に改善を求めたい
。 
夏休みを中心に芸術系大学に受験希望の生
徒に向けて実技指導を行った。 
 
 
 
 

学習習慣を確立させる。（計画性を持つ・提出期限を守る
・忘れ物や遅刻をしない・後片付けをする） 

B 

個々の生徒に応じて、放課後等を利用して補習を実施す
る。 

B 

授業の充実を図るため、施設・設備・機器・用具の整備に
努める。 

C 

進路指導 

個別の能力を一層引き出
すために、生徒の演奏・作
品発表の場を設けて、進路
実現に向けた取り組みを
図る。 

発表会や校内展示、各種展覧会への出品を積極的に行う。
そのための準備や意欲的な生徒のために放課後の指導を
行う。 

B 

B 

芸術・保育・教育関係などへの進学を希望する生徒に個別
の進路指導を行う。 

A 

指導力向上 

芸術4科の指導力の向上を
図る。 

指導内容や評価について芸術4科で連携を取り、ICTの活
用を積極的に行いながら指導力の向上を図る｡ 

C 

家
庭 

学習指導 
基礎学力の向上と学習習
慣の確立を図る。 

わかる授業をめざし、教材の工夫や効果的な指導方法を
検討する。 

B B B 
座学授業だけでなく実技授業でもPPTや動
画の説明を取り入れて配信したことで、そ



授業に集中できる学習環境をつくり、プリントや課題・作
品の提出を粘り強く指導する。 B 

れぞれのペースで繰り返し学習ができ、一
定の効果が得られた。今後も効果的な指導
のための教材を工夫していく。 
プリントは毎時間提出させ、どの程度記 
入しているかを確認しながら進めていった
。 
研究会では授業実践事例交流ができ、 
IＣＴを活用した授業を検討する上で参考に 
なった。 

進路指導 
希望進路の実現に向けた
指導を行う。 

保育・調理・被服関係の進路を目指す生徒の指導を行う。 
C C 

指導力向上 

分かる授業づくりを目指
し、研修を深める。 

担当者間の交流を深め、指導方法の改善を図る。 B 

B 研究会に参加して教育実践に学ぶ。 B 

ＩＣＴを活用した授業を検討し、実践する。 B 

情
報 

学習指導 

情報社会を生きる上で必
要となる基礎基本を習得
させる。 

個人情報の保護管理や知的財産権の順守、ネットマナー、
情報モラル等の社会的な常識を習得させる。 

B 

B 

B 

座学と実習（文書処理・プレゼンテーショ
ン・プログラミング）を分け、メリハリの
ある授業を展開することができたが、生徒
の興味関心をひくような取組みには至らな
かった。また今年度検定試験を受検する生
徒がなく、目標としていた積極的な受検に
至らなかった。 
 

ワープロ、表計算、プレゼンテーションソフト等を用いた
実習を通して、パソコンの十分な活用能力を向上させる。 

B 

進路指導 

自身の個性や能力を伸ば
し、進路実現に向けた各種
技術・能力の習得と向上を
図る。 

生徒の得意な分野を情報の科学によって表現・発信し、自
身の個性や能力を客観的に理解させ更なる成長を促す。 

B 

B 
情報に関する各種資格取得の呼びかけ。特に日本語ワー
プロ検定試験を積極的に受検させる。 

C 

指導力向上 
「できた」と実感できる授
業を展開する。 

毎回の学習や実習を通して、「できた」ことが実感できる
ような授業を実践する。 

B 

工
学 
探
究 

学習指導 

学科の特色を生かし個に
応じた指導の推進 
新学習指導要領の新観点
に対応した指導の確立 

生徒の能力や個に応じて補充・補習を行うことで、学科全
体の学力の底上げを図る。 B 

B 

B 

個々に応じた補充・補習を行うことで学力
の底上げを図ることができたが、成績上位
層の学力を伸ばしきることが難しかった。 
新学習指導要領に対応した評価方法につい
て、教員の感覚と実際の成績と評価基準に
対しての差異ができてしまうことへの課題
がある。 
高大連携や、大学見学等の効果もあり、3年
生の進路選択として、工学部だけではなく
、理工学部や工学デザインといったあらた
な選択肢をとる生徒が増えてきている。そ
れに合わせて教員もアンテナを張り巡らせ
、柔軟に対応しなければならない。 
iPad 導入より３年目となり、完成年度にな
った。科目によりばらつきはあるが、効果的
に活用できている。ただ実習室においてWi-
Fiが不十分な場所があるので、今後検討して
ほしい。 

学校内で連携を図りながら新学習指導要領の新観点に対
応した生徒の指導方法や評価方法等を、授業を通して確
立させる。 

B 

進路指導 

理工系の新たな分野に対
する進路開拓の取り組み
の推進 

デザイン系・材料系など、従来なじみのなかった分野と高
大連携で関係を密にすることで、生徒の新たな進路への
関心を広げる。 

A 

B 
大学の入試に関する情報発信や進路説明会等を通じた情
報収集をすることで、進路開拓や新たな入試形態等につ
いて、教科間で共有し生徒の進路指導に活かす。 

B 

指導力向上 

ICTを活用した指導力向上
の推進 

iPadによる授業やⅠCT機器の導入により、より効果的
な指導方法を検討し、教科間の情報を共有することで指
導力向上を図る。 

C 

機
械 

学習指導 
基礎学力の向上と定着を
図り、専門的な知識・技術

学習習慣を確立させ基礎学力の向上を図ると共に、専門
知識・技術を身に着けさせる。 

B B B 
前年度よりは専門的な実習の展開をするこ
とができた。また、レポート等も iPadで提



技
術 

を習得させる。 
新学習指導要領の趣旨に
沿った指導・実践の推進。 

座学・実習はもとより、事業所等での工場見学・就業体験、
技術者の招聘等を活用するなど、学習意欲を高めると共
に、ものづくりに対する興味・関心を引き出す。 
 

C 

出がスタンダードになってきており、課題研
究の内容も ICT 機器を用いた題材でおこな
うことができた。資格取得については前年度
より合格者が少なく、あまり生徒たちの意欲
をあげることができなかった。今年度も引き
続き京田辺市と京都高等技術専門校との連
携事業は継続でき、来年度もさらに連携を密
にしていきたい。 

新学習指導要領の趣旨に沿った、教科指導を実践すると
もに、指導と評価の一体化を図る評価方法を推進する。 

B 

進路指導 
機械技術科の特色を活か
し、希望進路の実現に向け
た指導を粘り強く行う。 

各種検定・資格の取得を積極的に取組ませると共に、事業
所・大学との連携を通して、就職・進学への意識・意欲を
高める。 

C 

指導力向上 

CTを活用し、視覚的に理
解しやすい教科指導・提出
物等の指導を推進売る。 
実習服の着こなし指導の
徹底。 

担当者間の連携を密にし、新学習指導要領に沿った教科
指導を実践、改善、発展させ、教科指導の充実を図る。 
ICT 活用の実践事例等も参考にし、ICT 機器を積極的に
授業に導入し、教科指導の充実を図る。 

B 

B 

以前より課題であった実習服の着こなしについて、他学
科とも協力し、一定の規律を確保する。 

B 

電
気 
技
術 

学習指導 

工業技術、特に電気技術に
対する興味・関心を喚起
し、意欲的に学習する態度
を身につけさせる。 

教育内容の精査、より効果的な実施方法、より教育効果の
高い指導体制について具体的な検討を進める。 

B 

B 

A 

新課程の評価の検討が学科全体の教員まで
浸透しておらず、評価基準を共通認識するま
で至らなかった。 
ＤＸ研修などを通じて、タブレットの活用に
尽力したが、生徒個々の能力を上げるために
は、授業を大切にする姿勢を植え付ける努力
が必要である。 
新しく配備された機器を担当した先生は、あ
る程度理解されていたが、その内容を他の先
生と共有することが困難であった。 
資格取得の講習やものづくりコンテストに
向けた練習を放課後に積極的に行った。 
市と連携した就業体験や企業見学を積極的
に、数多く行い、生徒の進路選択に活かせる
ようにした。 

CTを活用できるように、教員個々の能力を上げる方法を
検討する。 

B 

産振で配備された機器の取り扱い方や実験モデルなど講
習を計画し、実施する。 

B 

進路指導 

電気技術者としての進路
を考えることができ、進路
選択ができるようになる。 

資格取得や検定の合格に向け、講習会等におけるより効
果的に総括すると共に、計画的に実施する。 

A 
A 

各種競技会の実施に向けた体制を整備する。 A 

指導力向上 

実験実習装置などの教材
研究を進める。 
 

事業所や大学等における、就業体験や見学会などを企画・
立案・実施する。 

A 

A 
事業所の技術者や大学の研究者による講演や実技指導等
を計画的に実施する。 

A 

自
動
車 

学習指導 

学力向上を図る。 基本的な生活習慣を定着させ、授業に集中させる。 B 
B 

B 

生徒の現状に応じた指導と評価基準につい
て再考する必要がある。 
高校生ものづくりコンテストで全国大会３
位に入賞し、指導すべき内容を考察・蓄積
することができた。 
若手・中堅とベテランで授業におけるICTの
活用頻度に大きな隔たりがある。 

基礎学力を定着させ、専門的な知識を身につけさせると
ともに、新評価と指導の一体化を構築する。 

B 

進路指導 

個性や能力を伸ばす。 各種検定や資格取得について積極的に取り組ませる。ま 
た、各種競技会にむけた指導体制の充実を図る。 

A 
B 

最新の技術や研究に触れるため、大学および企業との連
携を推進する。 

B 



指導力向上 

わかりやすい授業を展開
する。 

ＩＣＴを活用した授業方法を積極的に模索する。 

B 

  

評価  Ａ：十分達成できている（目標以上の成果があった）           Ｂ：ほぼ達成できている（ほぼ目標どおりの成果があった）  

Ｃ：達成できているとはいえない（成果は見られたが目標には達していない）  Ｄ：達成できていない（成果がなかった） 

 

学校関係者 

評価委員会 

による評価 

○学校が行った評価については、妥当な評価である。具体的方策については、数値目標を設定することで、より明確な指標が設定でき

るのではないか。 

○学校の魅力を発信する手段として、学校公式ホームページの充実に努めたことを評価したい。昨年度までは、Instagram や YouTube

等の SNS を通じて情報発信していが、公的機関である学校という立場で生徒の動画や写真を公表することに対しては、昨今の SNS

のあり方から考えるとリスクを伴う。 

○中学生対象の学校説明会や部活動体験では、生徒が主体となって運営に参画するようになり、学校の様子がより身近に感じ取っても

らえるようになったのではないか。次年度以降も継続してほしい。 

○地域連携の観点からは、京田辺市出身の生徒が減少する中で、外部機関といかに連携していくかが課題になる。今年度実施された工

業と京田辺市商工会との連携事業では、地元企業の魅力を伝えるとともに生徒のキャリア発達を促すこともできた。次年度以降は、

そうした連携を継続し、さらに小中学校等の地域の教育機関と連携することも検討してほしい。 

次年度に 

向けた改善の 

方向性 

○京田辺市との連携を軸とし、近隣の関係諸機関や地域住民、ＰＴＡ等との連携を強化し、生徒が主体的に取り組む教育活動を展開す

る中で、魅力ある学校づくりを推進する。 

○本校の特色ある教育活動について、保護者、中学生、及び地域等に広く正しく理解してもらうために、発信内容と発信媒体・方法を

精査し、効果的な広報活動を展開する。 

○自他を大切にする人権感覚の育成、及び規範意識の確立に重点を置いた教育活動を継続し、全ての生徒が安心・安全に高校生活を送

ることができる教育環境の整備を推進する。  

○授業におけるＩＣＴ活用の研究を更に進めるとともに、授業や学校行事、業務改善等に生成ＡＩを生かす取組を検討し、生徒の主体

的・対話的で深い学びの実現につなげる。  

○生徒の希望進路実現のため、入学から卒業までを体系的に捉えた一貫した指導を行い、進学・就職ともに強い進路指導体制の更なる

充実を図る。  

 

 


